
 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹沢から臨む富士山（青少年相談センター 白田 良雄 撮影）             

  

相模原の未来を担う子どもたちへ 

   相模原市立中学校長会 会長 萩原 弘則 

 

小中学生や若者たちが将来就きたい職業について、

しばしば調査結果が報道され、話題になることも多い。

小学生や中学生の男子は野球選手やサッカー選手など

スポーツ関連の職業、女子は薬剤師や看護師などの医

療関連の職業が人気のようである。「なりたい職業」が

もてない高校生の増加や、安定志向の強まりもあると

いう。 

私たちの時代とは、状況がずいぶん変わってきたと

言ってしまえば、それで終りかもしれないが、若者た

ちにはいつの時も自分が幼い頃に描いた夢を、より近

付け、努力して実現してほしいと願っている。 

私自身の小学生、中学生の時代に描いた夢を思い出

してみると、「研究者」、「学校の先生」、「建築士」だっ

たと思う。今、この中の一つに就けたことに幸せを感

じている。 

小学生の頃から考古学に興味を持ち、将来は考古学

者になりたいと言っていた中学時代の友人は、現在、

東京国立博物館に勤務している。夢が叶い、生き生き

と仕事をしている。 

しかし、残念なことに、世の中そううまくいくとは

限らない。「仕事をする」、「仕事を一生続ける」という

ことは本当に難しいものである。ある調査によると、

中学校、高等学校、大学を卒業後、三年以内に仕事を

辞めた割合は、中学校が約七割、高校が約五割、大学

が約三割であるという。辞めていく理由には、さまざ

まな訳があると思うが、「本当は自分がしたかった仕事

ではなかった」、「職場で人間関係がうまくつくれなかっ

た」と言って、職場を去っていく若者も多いと聞く。 

子どもたちには、学校や地域でいろいろな人と関わ

る中で、「あいさつ」「礼儀」「身だしなみ」「言葉遣い」

などをしっかり身に付け、「自分が何に向いているか」

「どうあれば、社会に貢献できるのか」「そのための職

業とは何なのか」を考えつつ、一歩ずつ、大人に近づ

いてほしいと願っている。 
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 青少年教育カウンセラー（以下カウンセラー）は学校出張相談日に学校へ伺い、心理職としての専門性を発

揮し、先生達と共に子ども達の成長を支えています。今回は、学校におけるカウンセラーの役割を紹介します。 

先生とのコンサルテーション 

 個別の相談、授業観察、ふれあいを通して、得

られたアセスメントを先生にお伝えします。そして、

それぞれの視点から話し合いを重ね、具体的な支

援方法を検討していきます。また、必要に応じて

校内支援検討会議等に参加して助言をします。 

 カウンセラーが講師となり、子どもや保護者の理解を
深めるための校内研修会を行います。 

【研修テーマの例】 
・教職員対象 
 「不登校の子どもの支援」 
 「気になる子どもの観察のポイント」 

・保護者対象 
 「ＰＴＡ子育て講座 
 思春期の子どもの理解」 
 「楽しく子育て 
  親子のコミュニケーション」 

校内研修会の講師 

カウンセラーが限られた時間での中で、よりよい相談
活動を行うためには「情報の一本化」が大切です。 

支援教育コーディネーター 

カウン 
セラー 

担任 

養護 
教諭 

管理職 

学年 
主任 

児童生徒 
指導担当 

校内の教育相談体制モデル例 

 

ア セ ス メ ン ト （ 見 立 て ） 

  カウンセラーは、子どもの課題の背景に何があるのかについて情報を収集し、具体的な 

支援につなげるために心理の視点から見立てを行います。 

休み時間の関わり（ふれあい） 

 休み時間は主に子どもの相談

を受けています。相談が入ってい

ない休み時間は相談室を開放

し、子ども達が自由に来て過ご

します。 

 おしゃべりや遊びの中から子ど

もの悩みや友達関係の課題が

垣間見えることがあります。 

授業観察 

 子どもが学習に向かう様子や

周りの友達との関係性などを観

察します。 

 子どもの言動からSOSを察知

することが、早期対応のきっかけ

にもなります。作品やノート等も、

子どもを理解する手がかりとなり

ます。 

こんなところを     
    見ています 

 例えば、授業に参加

しないことを「怠け」と捉

えるか、「学習につまず

いている」と捉えるかでは、

子どもの見方や支援が

大きく異なります。授業

観察で気がついた点は、

そのつどカウンセラーから

先生に報告しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相 談 

 相談室で、子どもや保護者から

の相談を受けています。(直通電

話での相談も行っています。） 

 今、どんなことに困っていて、どうし

たいと思っているのか、気持ちを聴

きながら、一緒に問題を整理して

いきます。 

「いつも同じ」が 
  安心につながる 

 来室した子ども達や保

護者がいつも安心して

過ごせるよう、相談室で

はソファーやテーブル、玩

具等を置く場所を常に

同じ状態にしています。 

話しやすい 
 雰囲気を大切に 

 学齢期や思春期の子 

どもは、自分の悩みを 

言葉で伝えるのが苦手

なこともあります。休み

時間は気兼ねなく話せ

る雰囲気を作りながら、 

言葉にならない気持ち

を聴くように心がけてい 

ます。 
守秘義務 

 カウンセラーには、守秘義務があり

ます。カウンセラーが必要と判断した

場合は、相談者の許可を得たうえで

先生方にお伝えます。 

カウンセラーの勤務時間 9時～17時30分 

学 校 
青少年相談センター 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の相談室では、こんなほっとする時間が流れています。 

青少年教育カウンセラーがそっと教えてくれました。 

E メール相談 

 
休み時間、相談室にはたくさんの子どもたちが来ま

す。UNO やオセロ等のゲームをする子、黒板に絵を
描く子、ぬり絵や折り紙をする子、ダーツをする子な
どさまざまです。そのような子どもたちと一緒に遊ん
だり、好きなテレビやゲーム、習いごとなど子どもた
ちの興味のあることについて話を聞いたりしている
と、しばらく経ったころ、「相談があるのだけど」と、
相談を持ちかけられることがあります。大人でもそう
であるように、自分に関心を持ってくれていると実感
できると、心を許してくれるのかなと感じています。 

学校の中で、子どもたち一人一人に寄り添い、さり
げない言葉がけができたら、と思いながら日々の相談
活動を送っています。 

（Ｂカウンセラー）  

 

休み時間に相談室に来室する子どもたちと、授業中
や給食の時間、教室を回っている時にばったり顔を合
わせることがあります。カウンセラーの姿を見つけて
にこにこと手を振ってくれる子や、照れくさそうな表
情を見せる子、『どうして相談室の先生がここにいる
の？』と最初は不思議そうにしながら、今日は教室の
中でどんなことをしたか、いきいきと説明してくれる
子もいます。子どもたちにとって、日々の生活を過ご
す時間や場がとても大事なものであるということを
改めて感じます。相談室で子どもたちと接するのは週
１回の決まった時間の中ですが、普段子どもたちがど
んな日常を過ごしているのかに思いをめぐらせなが
ら、話を聞くようにしています。 

（Ａカウンセラー） 

 

情報発信 

 

その６５ 

野外体験活動や制作活動などを通して、存在感や達成感を味わい、コミュニケーション能力の向上を図
り、集団への適応力を高めるために、「ふれあい体験活動」を年３回開催しています。市内に在住・在学の
不登校や登校をためらいがちな、または集団生活が苦手な小・中学生及びその保護者が参加しています。 

第１回を「ふじの体験の森やませみ」で開催し、３１名の小・中学生と１１名
の保護者が参加しました。１日目は川遊び（みんなで追い込み漁にチャレンジ！）
と野外炊事（仲間と協力してカレー作り！）を行い、やませみに一泊しました。
２日目は焼き杉体験を行いました。 

第２回を「相模川自然の村野外体験教室（ビレッ 

ジ若あゆ）」で開催し、２１名の小・中学生と１１ 

名の保護者が参加しました。午前は野菜の収穫体 

験を行い、それらを材料に、野外炊事で野菜カレー 

を作りました。午後は、仲間と協力し合ってビー 

玉をゴールへ運ぶ「パイプライン」というゲーム 

を楽しみました。 

第３回は、１月２８日（土）に開催します。 

（申し込みは締め切りました。） 

チャレンジ！やませみ 
 

第１回 

７月23日（土） 

～24 日（日） チャレンジ！若あゆ 
 

10 月１日（土） 

第２回 

自然に囲まれての川遊び おいしいカレーを作るために野菜を収穫 


